
全国的に、北海道警察本部捜査二課の警察官や、関東総合通信局の職員をか
たる不審電話が多発しています。

この不審電話は、個人情報や口座情報などを不正に入手し、詐欺や各種犯罪に悪用しようとする
犯罪の予兆である可能性が高く、電話で名前や生年月日、住所、口座情報等の個人情報は一切答え
ることのないようにしましょう。

◆◆不審電話の事例◆◆

① 関東総合通信局の職員を名乗る者から電話がある。

② 「北海道で、貴方の名前で契約した携帯電話から迷惑メールが送信されており、被
害にあった方がいる。このまま、北海道警察の警察官に繋ぐ。」と言われる。

③ 保留音の後、北海道警察本部捜査二課の警察官をかたる者が電話に出る。

④ 「貴方の携帯電話や口座が詐欺グループに使われている」「貴方の携帯電話から迷
惑メールが送られている」などと説明される。

⑤ 身に覚えがない等と答えると、「無関係証明書を発行するので、名前、生年月日、住
所、口座を教えて欲しい」「口座の動きを確認するので口座番号を教えて欲しい」など
と個人情報を聞かれる。

★★不審電話対応のポイント★★
□常時留守番電話に設定して直接話さない
□非通知番号は着信拒否に設定する
□国際電話「+１」や「+44」などから始まる番号の電話には出ない、
かけ直さない

□電話で名前、生年月日、住所、家族構成や現金保管状況など
は絶対に答えない

□不審な電話を受けた場合は警察相談専用電話
♯9110に相談する


